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 新年明けましておめでとうございます。昨年は、まちづくり委員

会の活動にご理解とご協力をいただきありがとうございました。 

新年にあたり、まちづくり委員会三役で昨年の１０大行事を考えて

右表のようにまとめてみました。時間と労力を掛けました、川路基

本構想&土地利用計画策定がＴＯＰに挙げられました。約３年間多

くの皆さんに参画していただき、今後１０年の川路まちづくりの指

針が出来ましたことは、大変意義深いことと考えております。最終

承認は２月の臨時役員総会ですが、本年からこの基本構想に従って

まちづくりを進めて参ります。現在、新年度の重点実施内容を詰め

ておりますが、この内容が「川路基本構想」から外れないようにフ

ォローする組織として、「川路基本構想推進委員会」を設置し、基本

構想の検討に深く関わっていただいた皆様に委員として助言をいた

だくように計画しております。第１回目の「川路基本構想推進委員

会」は、３月下旬を予定しております。これからまちづくりの新年

度スタートまで、新役員の選出と新旧役員の引き継ぎがあり、忙し

くなって参りますが、今年一年川路まちづくり委員会の活動にご協

力くださいますよう宜しくお願い申し上げます。 

  

コロナの影響で正月明け恒例の「どんど焼き」は中止になりまし

たが、正月飾りの処置に困ってしまったご家庭も多かったと思いま

す。そこで、川路正月飾り製作グループの皆様が、今回に限り、各

ご家庭から出されたお正月飾り等のお焚き上げをしていただけるこ

とになり、各区役員が２区の久米川河川敷まで運搬し、７日に無事

お焚き上げが出来ました。「どんど焼き」は別名「おんべ」とも呼ば

れますが、正式には「ほんやり」と川路村史に書かれています。私

が小学生の頃は、おんべ作りは小学生の大事な仕事で、楽しみでし

た。大⼈は区⻑さんが一⼈だけ⾒守ってくれていたレベルでした。

それが子供の減少に伴い、いつしかＰＴＡ中心の行事になり、おん

べの数も４つに減ってしまいました。昔は区で２つ作ったこともあ

り、正月明けの大切な行事でした。昔は、前の晩に天⻯川を越えて

龍江、川路の「おんべ」に火を付け合ういたずらが横行し、⻘年団が夜通し警備をしたこともあると先輩

から聞きました。古傘の紙をとり、色紙を四角に切り貼り付け、「花唐傘」を作って飾ったり、だるまを

周囲に飾り付けたり、守り続けたい伝統の一つです。「今は早朝点火だけれど、千代は夕方点火で、大⼈

がその周りで楽しく一杯やるようだに！」とはある区⻑さんの羨ましそうな独り言。来年はコロナも終息

し、「どんど焼き」が盛大にできるのを楽しみにしております。 

各⼾配布 

『豊かで活力ある安全安心な川路』の実現！ ２０２３年（令和５年）１月１１日  

川路まちづくり役員会便り 第４３号 

正月飾りの片付けご協力ありがとうございました 

＜川路まちづくり委員会 

令和 4 年 10 大行事＞ 

 

1.川路基本構想&土地利用計画 

策定 

2.第一回水害予防の日 

3.川路の宝写真コンテストと 

カレンダー作成 

4.川路小学校 150 周年 

5.文化祭 

6.川路探検 

7.舟から⾒る天龍峡十勝 

8.脱炭素先行地域指定 

9.天龍峡夏期大学 

10.天⻯川上流総合水防演習参加 

月に照らされた川路のどんど焼き(R2) 



 １月８日、成⼈式から名前が変わって初めての

「⼆十歳の集い」が川路公⺠館で行われました。

コロナ禍の制約はありましたが、厳粛なうちにも

楽しい式典が行われました。⼆十歳の皆さんの自

己紹介では、ご両親、地元の方々に対する感謝の

言葉が多く聞かれました。又、小学５年生の時に

書いた「⼆十歳の自分へ」と題した手紙を当時の

担任の熊谷博先生から受け取ったり、ご両親から

のメッセージを幼い頃のスライドで紹介したり、

立派な楽しい式典となりました。若い皆さんの晴

れ姿って素晴らしいですね。綺麗に着飾った我が

子を⾒て感無量のご両親。ご両親からの心のこも

ったメッセージに涙ぐむ皆さん。その姿を⾒てい

る私たちも感動のお裾分けをしっかり頂きまし

た。主催していただいた公⺠館の皆さん、⼆十歳

の集い実行委員の皆さん、大変お疲れ様でした。

今年の⼆十歳の皆さんは、昨年と同じ２４名と理

想の⼈数。今後、次第に⼆十歳を迎える方は減少

していきますが、２０⼈以上を維持できるように

まちづくりとしても取り組んで参ります。飯田市

発行の記念誌「ＷＩＳＨ」に川路の代表として載

った⼆区の牧内萌さんの「⼆十歳になって思うこ

と」をご紹介させていただきます。 

 

 飯田市が「住みたい田舎日本一」になったとの

新聞記事に、早速宝島社の「田舎暮らしの本」を

購入してみました。⼈口の規模別に各自治体に詳

細なアンケートを実施し、その回答結果を基に宝

島社が点数化し、順位を決めるものです。質問は

空き家バンク制度はあるか？移住の相談窓口があ

るか？等々多岐に亘っております。日本一は素晴

らしいですが、川路には課題も多い現状です。最

近空き家希望の方と川路の空き家を探しました

が、住めるような空き家はありませんでした。住

める空き家の確保と希望者への効果的なＰＲが直

近の課題と考えます。 

「⼆十歳の集い」が行われました 

今年度⼆十歳になられた皆さん 

飯田市が「住みたい田舎日本一」に！ 
  移住したくなるランキング！

    ＜人口５万人から１０万人のまち＞

１位 ⻑野県 飯田市 ６位 京都府 舞鶴市

２位 大分県 宇佐市 ７位 ⻑野県 茅野市

３位 岐阜県 中津川市 ８位 福島県 南相馬市

４位 ⻑野県 伊那市 ９位 兵庫県 豊岡市

５位 宮城県 気仙沼市 １０位 大分県 日田市


